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議    長 開 会（午前１０時）

定刻になりましたので、ただいまから、令和元年度第４回総会を開催いたします。

それでは、本日の出席委員数について報告いたします。

１９人中１８人の出席で、過半数以上の出席でございますので、会は成立いたし

ております。

なお、欠席届が、横峯委員から出されています。

次に、議事録署名者を決めなければなりませんが、私からご指名申し上げてよろ

しいでしょうか。

（異議なしの声）

それでは、上四元委員、豊留委員にお願いいたします。

今回は、会長の依頼により、農政総務課の担当者に出席していただいております。

次に、議事参与の制限についてお知らせいたします。

議題７．｢農用地利用集積計画に関する件」につきましては、議事参与の制限と

なっておりますのでよろしくお願いします。

それでは、議題の審議に入って参ります。
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議              題

議題１．農地法第３条許可申請に関する件

１ページ～８ページ １３件

議    長 それでは、議題１．「農地法第３条許可申請に関する件」を審議します。

まず、谷山、１４番委員お願いします。

１ ４ 番 委 員 ご報告します。

番号１号、譲受理由：規模拡大、譲渡理由：農業廃止、権利の種別の内容：所有

権移転、売買。

以上です。

議    長 次に、伊敷、６番委員お願いします。

６ 番 委 員 ご報告します。

番号２号、受贈、贈与、所有権移転、贈与。

以上です。

議 長 次に、東桜島、１７番委員お願いします。

１ ７ 番 委 員 ご報告します。

番号３号、和解、所有権移転、共有物分割。

なお、番号３に関しましては、番号６読み上げの後、事務局より補足説明を行い

ます。

番号４号、受贈、贈与、所有権移転、贈与。

以上です。

議 長 次に、吉田、１８番委員お願いします。

１ ８ 番 委 員 ご報告します。

番号５号、規模拡大、労力不足、所有権移転、売買。

以上です。

議 長 次に、桜島、１９番委員お願いします。

１ ９ 番 委 員 ご報告します。

番号６号、和解、所有権移転、共有物分割。

事務局より補足説明を行います。
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事 務 局 この件につきまして、事務局より補足説明を行います。

番号３及び番号６は、同一申請者より同時申請が行われた案件でございます。

該当農地は、全て４名の共有で、持分が各４分の１となっております。今回の譲

受人３名は、残り１名の持分権者との間で、農地の共有物分割に関し紛争となって

おりました。

平成２５年１２月２７日、鹿児島簡易裁判所において、今回の申請譲受人３名が、

それぞれ持分３分の１の割合で共有取得することで裁判上の和解が成立しました。

和解にあたり、今回の申請者３名は、残り１名の持分権者に対し、代償金を支払う

ことが条件となっていましたが、平成２６年１月１７日、和解調書指定の口座に入

金を完了していることを、振込通知書原本確認の上、写しを徴取したところです。

譲受人３名は、この和解に基づき、今回３条許可申請を提出してきたものです。

農地の権利移転に関しましては、譲渡人・譲受人の共同申請でなければならない

旨、農地法施行規則第１０条第１項本文に規定がありますが、裁判による判決確定

や、和解により権利取得する場合は、譲受人のみで申請が可能である旨、同条第１

項第２号に規定されております。今回は当該規定に基づき、譲受人側からの申請と

なっているものです。

以上で番号３及び番号６の補足説明を終わります。

議 長 次に、喜入、１０番委員お願いします。

１ ０ 番 委 員 ご報告します。

番号７号、受贈、贈与、所有権移転、贈与。

番号８号、受贈、贈与、所有権移転、贈与。

番号９号、規模拡大、労力不足、所有権移転、売買。

番号１０号、受贈、贈与、所有権移転、贈与。

以上です。

議 長 次に、松元、３番委員お願いします。

３ 番 委 員 ご報告します。

番号１１号、自作地以外交換、自作地交換、所有権移転、交換。

この件について、補足説明をさせていただきます。

譲受理由の欄に自作地以外交換とありますが、渡人は、受人所有の山林と、当該

農地を交換するものです。

番号１２号、規模拡大、労力不足、所有権移転、売買。

以上です。

議 長 次に、郡山、１１番委員お願いします。

１ １ 番 委 員 ご報告します。

番号１３号、規模拡大、労力不足、所有権移転、売買。

以上です。
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議 長 ただいま、それぞれ調査員から説明がありました。

別冊資料１にありますように、今回の第３条案件の全ては、農地法第３条第２項

各号には該当しないため、許可要件の全てを満たしております。お目通しをお願い

いたします。

これより、審議に入ります。何か、ご意見、ご質問等はございませんか。

〔「９番委員」挙手あり〕

はい、９番委員どうぞ。

９ 番 委 員 ６ページの番号７ですが、譲受人は耕作面積が０となっておりますが、この方は

新規就農者とは違うのですか。

喜 入 支 局 この方は、実際今、親の名義の農地をずっと耕作しております。自分名義の農地

を取得する申請なので、新規就農者は省かせていただきました。

９ 番 委 員 わかりました。

４ 番 委 員 先程補足説明がございました番号３、６号ですが、譲受理由の欄の記載の仕方で

すが、先程の説明だと４人の共有農地について、１人の持分４分の１を他の３人の

方がそれぞれ３等分して、１２分の１ずつ取得をして、それに対して代償金を支払

ったという話でしたね。取得原因が、無償取得か有償取得かで、無償取得なら贈与

で、有償取得だったら本来は、物々交換なら交換だろうし、金を払えば売買という

形になります。裁判所の和解ですから、監査委員で話がまとまって、その手続きが

あったのはわかるのですが、譲受理由として書くのであれば、有償譲渡であれば、

売買という書き方にしなくていいのですか。

事 務 局 今回の番号３、６号の申請書につきましては、過去１０年間の３条許可申請を確

認したところ、ここ１０年間ではなかったので、初めての案件でございます。確か

に４番委員のご指摘の通り、金員を払うことで、残りの４分の１について、残り３

名の持分権者の方が、取得をするという形になっておりましたので、この形式だと

本来は、和解を通してとは言え、売買の形式の乗っ取ったものでございます。譲受

理由のところですが、今回は単独申請であったこと、これは電算処理で入れるので

すが、譲受理由の中に和解というコードがあったものですから、最終的には売買に

より権利が移転するものなんですが、その主たる原因となるものが和解だったため

に、譲受理由のところに和解というコード入れさせていただいた次第でございます。

４ 番 委 員 譲受、譲渡理由は、他のを見れば、規模拡大、労力不足ですから、なぜこういう

ことをされたかという契機になった理由を聞きたいということです。あくまでも所

有権移転の共有物分割とこれだけかますことはできないのでしょうか。記載の仕方

だけの問題なんですけど、事務局が問題なければ、別に異論はないんです。
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事 務 局 確かに、所有権移転で共有物分割に関して争いがあったということで、今回この

ような書きぶりをさせていただいた次第でございますが、これまで先例がなかった

事案ということもございまして、本日の総会ではこのような記載をさせていただき

ました。ただ今後、同様の事例があった場合ですが、最終的には売買により、権利

が移転しているので、この譲受理由、譲渡理由については、今後同様の案件が出た

時には、事務局内部で再度協議をして、修正するべきであれば、修正をしたいと考

えております。

４ 番 委 員 今後の参考にしていただければいいのですが、譲受、譲渡理由と権利の種別と内

容を書くのであれば、譲受、譲渡理由のところに共有物分割という形にしておいて、

権利の種別と内容のところで、所有権移転売買という書き方になるのかなと思いま

す。参考にして下さい。

事 務 局 ご教授ありがとうございます。今後、４番委員のご指摘を受けまして、同様の事

案が出た時には、ここの書きぶりについては、再検討させていただきたいと考えて

おります。

議 長 ほかに、何かご意見、ご質問等はありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題１．「農地法第３条許可申請

に関する件」１３件につきましては、原案どおり許可することに決定し、申請人に

許可書を交付することといたします。

議題２．農地法第４条許可申請に関する件

９ページ～１０ページ ２件

議    長 次に、議題２．「農地法第４条許可申請に関する件」を審議します。

議題３．「農地法第５条許可申請に関する件」吉野の番号５号の案件が、この第４

条許可申請に関連するので併せて、審議していただききたいと思います。

まず、吉野、１３番委員お願いします。
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１ ３ 番 委 員 ご報告します。

番号１号、転用目的・施設等：通路、通路１８９．００㎡、周囲の状況及び被害

防除計画：東…宅地、西…宅地、別件５条申請地、南…私道、北…本人畑、境界…

ブロック積、雨水…自然流下。

この案件と１３ページの第５条番号５号が関連するので、引き続きご説明申し上

げます。

番号５号、権利の種別：使用貸借権設定、転用目的・施設等：一般住宅、住家１

棟９４．９５㎡、庭敷地２２４．０１㎡、通路等６０．００㎡、周囲の状況及び被

害防除計画：東…別件４条申請地、西…貸人畑、南…私道、北…宅地、境界…コン

クリート擁壁、雨水…私道側溝、汚水…合併浄化槽。

この２件につきまして、補足して、ご説明申し上げます。

４条では、父親が、市道から自宅に通じる通路として、１８９㎡を転用するとい

った申請であり、５条では、娘が、父親との使用貸借権設定で、一般住宅を建築す

るにあたり、先程、父親が転用申請した通路の一部６０㎡を通行承諾を得て、利用

するといった申請でございます。

以上です。

議    長 次に、郡山、１１番委員お願いします。

１ １ 番 委 員 ご報告します。

番号２号、転用目的・施設等：肥料置場、肥料置場５３５．００㎡、通路等７２

３．００㎡、周囲の状況及び被害防除計画：東・北…山林、西…農道、南…他人畑、

境界…土留、雨水…自然流下。

本件ついて補足説明をさせていただきます。

申請地は郡山支所から北東へ約４キロに位置する農業公共投資の対象となってい

ない生産性の低い農地であり、第２種農地の「その他農地」に該当します。

申請人は、所有する申請地に貝殻を粉砕した土壌改良剤を貯留するために転用す

るものです。

以上です。

議 長 ただいま、それぞれ調査員から説明がありました。

今回の第４条、第５条案件の農地の区分は、議案書の農地区分にありますように、

第２種農地に該当すると判断されます。お目通しをお願いいたします。

これより、審議に入ります。何か、ご意見、ご質問等はございませんか。

〔「９番委員」挙手あり〕

はい、９番委員どうぞ。

９ 番 委 員 １０ページの番号２ですが、肥料置場となっていますが、肥料が流れ出したりと

かそういった心配はないのか、何か枠を作るとか、そういった施設も作らないので

すか。
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郡 山 支 局 土壌改良剤については、雨水などで流れ出しにくいものでございまして、境界に

つきましては、５ｍの緩衝地を設け、土留で対応するとなっております。

９ 番 委 員 先程１１番委員がおっしゃいました貝殻を集めるわけですね。その貝殻を集めた

後は、どういうふうな利用をするのでしょうか。

郡 山 支 局 申請人は、貝殻で作った粉末、有機石灰ということで、それを知人の方から頂い

て、そこに仮置きして、自分の畑で使用するということでした。

議 長 貝殻の粉末だそうです。よろしいでしょうか。

９ 番 委 員 一時的な仮置場なんでしょうか。ずっと引き続き仮置場として使うのでしょうか。

もし、一時的であれば、４条許可を申請する必要はないのではないかと思いますが、

その点はどうでしょうか。

郡 山 支 局 申請人は、一時仮置場ということで、２年間位を目途に肥料置場にするというこ

とでした。

９ 番 委 員 わかりました。

議 長 ほかに、何かご意見、ご質問等はありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題２．「農地法第４条許可申請

に関する件」２件及び議題３．｢農地法第５条許可申請に関する件」番号５号につき

ましては、原案どおり許可するものと決定し、申請人に許可書を交付することとい

たします。

議題３．農地法第５条許可申請に関する件

１１ページ～１８ページ １７件

議    長 次に、議題３「農地法第５条許可申請に関する件」を審議します。

先ほど吉野の１件につきましては、議題２．「農地法第４条許可申請に関する件」

と併せて審議しておりますので、それ以外の１６件について審議していただききた

いと思います。

まず、谷山、１４番委員お願いします。
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１ ４ 番 委 員 ご報告します。

番号１号、権利の種別：所有権移転、売買、転用目的・施設等：駐車場、駐車場

９８．００㎡、周囲の状況及び被害防除計画：東・西・北…宅地、南…市道、境界

…ブロック積、雨水…自然流下。

この件について補足説明します。

申請地は現地調査の際、駐車場として無断転用されていたことから、代理人を通

じて、過去の経緯を含めた始末書の提出を求め、農地法の許可なく今後はこのよう

な事が無いよう、指導を行ったところであります。

番号２号、使用貸借権、設定、一般住宅、住家１棟１０６．８２㎡、庭敷地等３

２６．１８㎡、東…里道、西・南…他人畑、北…宅地、境界…ブロック積、雨水…

里道側溝、汚水…合併浄化槽。

番号３号、使用貸借権、設定、一般住宅、住家１棟９４．４０㎡、庭敷地等１６

５．６０㎡、東…市道、南…他人畑、西…鉄道用地、北…鉄道用地、市道、境界…

ブロック積、雨水…市道側溝、汚水…合併浄化槽。

以上です。

議    長 次に、伊敷、６番委員お願いします。

６ 番 委 員 ご報告します。

番号４号、所有権移転、売買、通路、通路７１５．２６㎡、車庫３棟４４２．７

１㎡、法面等２，３８３．４３㎡、東…里道、西…宅地、南…県道、北…雑種地、

境界…ブロック積、雨水…県道側溝。

この件について補足して説明いたします。

現場立会いの際、当該地が通路の一部分として使用されておりました。

農地法の許可手続きをせず転用していたことから、始末書添付のうえ許可申請さ

せ、今後は農地法の転用許可を受け、このようなことが無いよう強く指導しました。

以上です。

議    長 次に、吉野、１３番委員お願いします。
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１ ３ 番 委 員 ご報告します。

番号６号、所有権移転、売買、駐車場、駐車場７５６．００㎡、アンテナ敷地４．

００㎡、東・西…私道、南…市道、北…宅地、境界…土留、雨水…自然流下。

この件について、補足して説明します。

申請人は、ゴルフ場を経営しており、隣接する申請地を、従業員用駐車場として、

転用を行うものです。

転用面積７６０㎡のうち４㎡につきましては、携帯電話会社がアンテナ敷地とし

て使用していますが、当該転用行為については、農地法上、許可不要となっており、

許可権限者に対して、事前に事業計画書等の提出を行うことになっております。

また、所有権移転後も、当該敷地を継続使用する旨の申出書が、譲渡人、譲受人

及び携帯電話会社より提出されております。

番号７号、賃借権、設定、駐車場、駐車場１５６．００㎡、資材置場５８．２６

㎡、通路等５５９．７４㎡、東・南…市道、宅地、西・北…他人畑、境界…ブロッ

ク積、雨水…自然流下。

番号８号、所有権移転、売買、一般住宅、住家１棟１２３．００㎡、法面７６．

０４㎡、庭敷地等４１２．４４㎡、東…渡人畑、西…里道、南…他人畑、北…市道、

境界…ブロック積、雨水…市道側溝、汚水…合併浄化槽。

以上です。

議    長 次に、吉田、１８番委員お願いします。

１ ８ 番 委 員 ご報告します。

番号９号、所有権移転、売買、通路、通路６．５９㎡、東・南…渡人畑、西…公

衆用道路、北…市道、境界…ブロック積、雨水…自然流下。

以上です。

議    長 次に、喜入、１０番委員お願いします。

１ ０ 番 委 員 ご報告します。

番号１０号、所有権移転、売買、一般住宅、住家１棟１００．２０㎡、庭敷地等

１８０．８０㎡、東…別件５条申請地、西…宅地、南…市道、北…渡人畑、境界…

ブロック積、雨水…私道側溝、汚水…合併浄化槽。

番号１１号、所有権移転、贈与、通路、通路１６２．００㎡、東…宅地、他人畑、

西…別件５条申請地、渡人畑、南…市道、北…渡人畑、境界…側溝、雨水…私道側

溝。

以上です。

議    長 次に、松元、３番委員お願いします。
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３ 番 委 員 ご報告します。

番号１２号、所有権移転、売買、駐車場、駐車場１２０．００㎡、転回場４７３．

００㎡、法面等８８０．００㎡、東…原野、水路、西・北…市道、南…市道、境界

…土留、雨水…自然流下。

この件について、補足して説明いたします。

申請地は、松元支所から北東へ約２．７ｋｍに位置する第２種農地のその他の農

地に該当します。

申請人は、近隣で主に貸切バスなどの貨物運送業を営む法人で、自社の駐車場が

手狭となったため、大型バスの駐車場として買い受けるものです。また申請地は、

渡人が相続する以前に、亡父がすでに廃材置き場として転用していたことから、今

回始末書添付の上申請されたものです。申請人には、転用を行う場合は農地法の許

可を受けなければならないこと、今後はこのようなことのないよう指導いたしまし

た。

番号１３号、所有権移転、売買、駐車場、駐車場３５０．００㎡、事務所１棟１

５２．００㎡、通路等３，７５６．００㎡、東…他人畑、里道、西…水路、原野、

南・北…里道、境界…コンクリート擁壁、雨水…里道側溝、汚水…合併浄化槽。

この件について、事務局から図面でご説明いたします。

松 元 支 局 この件につきまして、図面でご説明させていただきます。(図面掲示)

申請地は、松元支所から南東へ約３．８㎞に位置する、第２種農地のその他の農

地に該当します。

申請地の南側には宅地があり、西側には法人の事務所と資材置場がありますが、

周囲２００メートル内は山林に囲まれております。

申請人は申請地付近に本社を置く、主に土木工事や建設業を営む法人です。

現在付近にある本社での業務が手狭であるため、申請地を買い受け事務所・宿舎・

駐車場として転用するものです。

農地は２筆あり、面積は３，５７５㎡で、隣接する山林の一部と一体利用し、総

面積は４，２５８㎡です。

申請地には、東側に事務所１棟と宿舎を建築し、北側と西側にはそれぞれ１０ｔ

ダンプ５台ずつを駐車します。そのほかの場所については大型車両が出入りするた

めの通路、及び転回場として申請地全てを利用する予定です。

また、汚水は合併浄化槽へ、その後排水については南側にあります里道側溝へ流

す計画となっており、現在、土地利用調整課において都市計画法２９条の協議中で

す。

以上です。
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３ 番 委 員 続きです。

番号１４号、所有権移転、売買、一般住宅、住家１棟１０２．６８㎡、庭敷地等

３８４．３２㎡、東…他人畑、西…宅地、南…渡人畑、他人畑、北…市道、境界…

ブロック積、雨水…市道側溝、汚水…合併浄化槽。

この件について、補足して説明いたします。

申請地は、松元支所から北東へ約２ｋｍに位置する第１種農地のおおむね１０ｈ

ａ以上の規模の一団の農地の区域内にある農地に該当します。

申請人は現在借家住まいのため、叔父の土地である申請地を買い受け、自宅を新

築するものです。

申請地は第１種農地であり、原則として農地転用許可することができませんが、

農地法施行規則第３３条第４号に定めるところの不許可の例外である集落接続施設

に該当することから、今回の転用許可はやむを得ないと判断したところでございま

す。

以上です。

議    長 次に、郡山、１１番委員お願いします。
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１ １ 番 委 員 ご報告します。

番号１５号、所有権移転、売買、発電施設、太陽光発電２，０２８．８８㎡、法

面等９６１．１２㎡、東…原野、他人畑、西…山林、農道、南…農道、北…原野、

山林、境界…土留、雨水…農道側溝。

本件について補足説明をさせていただきます。

申請地は、郡山支所から、北東へ約３．５㎞に位置する第２種農地のその他の農

地に該当します。

受人は太陽光発電施設を設置するため、申請地を購入し、転用を行うものです。

規模としましては、太陽光パネル３２４枚、発電出力４９．５ｋＷで約９世帯分の

年間消費電力をまかなう事になります。

九州経済産業局から発電設備認定の通知を平成３１年３月に受けております。

また、九州電力から工事負担金の請求を受けて、１２月に支払いを完了している

ことを確認しております。

番号１６号、所有権移転、売買、発電施設、太陽光発電１，７２９．００㎡、東

…他人畑、他人田、西・南…他人田、河川、北…宅地、境界…土留、雨水…河川放

流。本件について補足説明をさせていただきます。

申請地は、郡山支所から、東へ約６００ｍに位置する第２種農地のその他の農

地に該当します。

受人は太陽光発電施設を設置するため、申請地を購入し、転用を行うものです。

規模としましては、太陽光パネル３２４枚、発電出力４９．５ｋＷで約９世帯分の

年間消費電力をまかなう事になります。

九州経済産業局から発電設備認定の通知を平成３１年３月に受けております。

また、九州電力から工事負担金の請求を受けて、１２月に支払いを完了している

ことを確認しております。

番号１７号、賃借権、設定、資材置場、貸資材置場７１５．００㎡、型枠置場９

２．００㎡、駐車場等３８１．００㎡、東・西…市道、南…県道、北…他人田、境

界…ブロック積、雨水…自然流下。

以上です。

議 長 ただいま、それぞれ調査員から説明がありました。

今回の第５条案件の農地の区分は、議案書の農地区分にありますように、番号１

４号は第１種、それ以外は全て、第２種、第３種農地に該当すると判断されます。

お目通しをお願いいたします。

これより、審議に入ります。何か、ご意見、ご質問等はございませんか。

〔「９番委員」挙手あり〕

はい、９番委員どうぞ。

９ 番 委 員 １１ページの番号１ですが、説明されたかもしれませんが、この件について始末

書は付いているのですか。
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議 長 始末書添付という説明がありました。

９ 番 委 員 わかりました。

１７ページの番号１５、１６ですが、相当前にそれぞれの役所、九電からの許可

を得ていたわけですが、今になって新しく作るということだと思いますが、直接こ

れとは関係ないかもしれませんが、九電に売り渡す電力の料金は、相当前に決めて

あったわけですけど、いくらなのかというのはわかれば教えて下さい。

５ 番 委 員 今、７円です。最初は４８円。前申請しているからで、今はできませんよ。

８ 番 委 員 前申請していたから、１８円位と聞いております。

５ 番 委 員 ２年前は１８円位です。

９ 番 委 員 現在は７円で、この時点では１８円だったとおっしゃっておられますが、九電は、

もう原発も動かしているというようなことから、こういった太陽光発電による電力

を買わないと。去年の１０月頃から、電力が余る時には、こういった太陽光の発電

は買わないと言っているわけです。実際そういうのは、何十日間かやっているんで

す。そうしますと、こういった電力を作って、九電に売っている会社は、非常に困

るわけじゃないですか。莫大な投資をして作った発電施設から、できた電力を九電

は買わないということになれば、大変なことになるというふうに私は思うんです。

それでもなおかつ、１８円になったとしても作らざる負えない理由というのは、何

かあるのでしょうか。

議 長 それは、わからないです。前もって、九電からも経産省からも許可をもらってい

るのが出てくるわけです。今から申請する人は出ないでしょう。それでもやっぱり

作る人が今いるそうです。それは、会社の決定です。作る人でないとわかりません。

９ 番 委 員 わかりました。

議 長 ほかに、何かご意見、ご質問等はありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題３．「農地法第５条許可申請

に関する件」１７件につきましては、原案どおり許可するものと決定し、申請人に

許可書を交付することといたします。

但し、転用面積が３，０００㎡を超える番号１３号、第１種農地である番号１４

号につきましては、「県農業会議」に意見聴取し、許可して差し支えのない旨の回答

を得た後、許可書を交付することといたします。
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議題４．農地法第１８条第６項の規定による通知に関する件

１９ページ １件

議 長 次に、議題４．「農地法第１８条第６項の規定による通知に関する件」を審議し

ます。

吉田地区に合意解約の通知が出ております。

委員の皆さんには、お目通しをお願いいたします。

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題４．「農地法第１８条第６

項の規定による通知に関する件、１件につきましては、原案どおり受理することに

決定いたします。

議題５．非農地認定に関する件

２０ページ～２５ページ ９件

議    長 次に、議題５．「非農地認定に関する件」を審議します。

まず、本庁、９番委員お願いします。

９ 番 委 員 ご報告します。

番号１号、調査結果：キンチク竹・雑木自然繁茂、約４０年経過、現況山林。

番号２号、調査結果：住家１棟、１８年経過、現況宅地。

以上です。

議    長 次に、谷山、１４番委員お願いします。

１ ４ 番 委 員 ご報告します。

番号３号、調査結果：住家１棟、７０年経過、現況宅地。

番号４号、調査結果：住家２棟、４７年経過、現況宅地。

以上です。

議    長 次に、伊敷、６番委員お願いします。

６ 番 委 員 ご報告します。

番号５号、調査結果：住家１棟、４４年経過、現況宅地。住家１棟、５１年経過、

現況宅地。

以上です。

議    長 次に、吉野、１３番委員お願いします。
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１ ３ 番 委 員 ご報告します。

番号６号、調査結果：唐竹自然繁茂、約２０年経過、現況山林。

以上です。

議    長 次に、喜入、１０番委員お願いします。

１ ０ 番 委 員 ご報告します。

番号７号、調査結果：１７５０－９：法面として約２０年経過、現況雑種地。１

７５３－１：雑木自然繁茂、約３０年経過、現況山林。

番号８号、調査結果：１００８２－２：唐竹・雑木自然繁茂、約４０年経過、現

況山林。１０１１３：雑木自然繁茂、約４０年経過、現況山林。

以上です。

議    長 次に、松元、３番委員お願いします。

３ 番 委 員 ご報告します。

番号９号、調査結果：住家１棟、２７年経過、現況宅地。

以上です。

議    長 ただいま、それぞれ調査員から説明がありました。

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題５．「非農地認定に関する

件」９件につきましては、原案どおり認定することに決定いたします。

議題６．農地利用変更届出に関する件

２６ページ １件

議 長 次に、議題６．「農地利用変更届出に関する件」を審議します。

それでは、松元、３番委員お願いします。

３ 番 委 員 ご報告します。

番号１号、埋立理由・工事内容及び変更後の使用目的：周辺土地より低いため、

盛土をして畑として利便性を高める。工事開始日：令和元年７月１日、工事終了日：

令和元年７月３１日、周囲の状態：東・西…宅地、南…里道、北…水路、境界…土

留、作物…野菜、高さ…０．８ｍ、搬入土…シラス、黒土。

以上です。
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議 長 ただいま、調査員から説明がありました。

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題６．「農地利用計画変更届

出に関する件」１件につきましては、原案どおり受理することに決定いたします。

議題７．農用地利用集積計画に関する件

２７ページ～４３ページ ３２件

議    長 次に、議題７．「農用地利用集積計画に関する件」を審議します。

まず、冒頭で申し上げました「議事参与の制限」について再度お知らせいたしま

す。

４２ページ、番号３０号につきましては、１１番委員自身が、申請人となってい

る案件でございます。

従いまして、１１番委員におかれましては、農業委員会等に関する法律第３１条

の規定により、議事に参与することができませんので、しばらく離席いただき、そ

の間に審議し、再び着席していただくことにします。

（１１番委員離席後）

それでは、番号３０号につきまして、事務局から説明をお願いします。

事 務 局 それでは、議事参与の制限の案件について、ご説明いたします。

４２ページをご覧ください。

番号３０号、地目：田、面積３３９．００㎡、権利の種類：使用貸借権、設定期

間１０年、区分：新規。

令和元年６月２８日公告予定です。

これらは、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていると考

えます。

以上です。
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議    長 ただいま、事務局から説明がありました。

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題７．「農用地利用集積計画

に関する件」の番号３０号につきましては、原案どおり、承認することに決定いた

します。

次の案件の審議に入ります前に、１１番委員におかれましては、ご着席をお願い

します。

（１１番委員着席後）

それでは、審議に戻ります。

残りの３１件及び先ほどの１件を併せて、一括して事務局から説明をお願いしま

す。
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事 務 局 議題７．「農用地利用集積計画に関する件」について、只今の分も含めまして、

ご説明申し上げます。

２７ページをお開きください。

「議案第７号」農用地利用集積計画（利用権設定等）調書で、令和元年６月２８

日公告予定です。

今回の利用権設定につきましては、使用貸借権１８件２４，６０７．００㎡、う

ち新規１７件２２，２１６．００㎡、賃借権１４件４１，１５４．００㎡、うち新

規１０件３３，２０９．００㎡、合計３２件６５，７６１．００㎡、うち新規２７

件５５，４２５．００㎡となっております。

次に２８ページをお願いします。

これは、前ページで説明いたしました使用貸借権の設定期間別の内訳です。多い

順に設定期間１０年が１３件、１年から３年未満、３年が各２件、５年から１０年

未満が１件となっております。

次に２９ページをお願いします。

これは、２７ページで説明いたしました賃借権の設定期間別の内訳です。多い順

に設定期間１０年が６件、５年が４件、３年が２件、３年から５年未満、５年から

１０年未満が各１件となっております。

次に３０ページをお願いします。農用地利用集積計画総括表です。

下の合計欄をご覧ください。筆数は、使用貸借権３６筆、賃借権２９筆、計６５

筆。面積は、田２９，１７１．００㎡、畑３６，５９０．００㎡、計６５，７６１．

００㎡うち更新分は、１０，３３６．００㎡です。

利用権等の設定をする者及び受ける者は３２人。うち更新分は５人となっており

ます。

次に３１ページから４３ページまでは先ほど説明しました農用地利用集積計画

総括表の使用貸借権、賃借権、所有権の内容です。

記載事項は、利用権の設定を受ける者、設定する者、土地の所在地、権利の種類、

始期、終期、１０a の賃借、全体の賃借、耕作面積、区分等についての調書です。

お目通しをお願いいたします。

これらは、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていると考

えます。

以上で説明を終わります。

議    長 ただいま、事務局から説明がありました。

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題７．「農用地利用集積計画

に関する件」につきましては、原案どおり、承認することに決定いたします。
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議題８．相続税の納税猶予に関する件

４４ページ～４５ページ ２件

議    長 次に、議題８．「相続税の納税猶予に関する件」を審議します。

それでは、吉野、１３番委員お願いします。

１ ３ 番 委 員 資料の４４ページをお開きください。

対象農地は、２件とも市街化区域内の農地であり、この調書は、農地の相続が

発生したとき、申告期限の翌日から２０年間営農を継続することにより、相続税

の支払いを一定の条件のもとに猶予又は免除するという、相続税の納税猶予の申

請に係るものでございます。

この制度を利用すると、申請人は３年に１度、農業委員会が発行する証明書を

添付して税務署へ届け出ることになっております。

今回２件の申請があり、去る６月１３日に私、１５番委員、事務局職員４名で

現地調査を行いましたので、その結果についてご報告申し上げます。

まず、番号１につきましては、相続開始は平成１８年９月３０日であり、今回

が５回目の申請でございます。

今回、調査いたしました特例適用農地は、現況畑であり、ナス、ピーマン、エ

ダマメ、オクラ、トウモロコシ、里芋を作付中でありました。

次に４５ページをお開きください。

番号２の相続開始は平成２１年９月３０日であり、今回が４回目の申請でござ

います。

調査いたしました特例適用農地は全て現況畑でありました。

特例適用農地１は、ビニールハウスが４棟あり、そのうち１棟は被覆がござい

ませんでした。３棟はホウレン草を作付予定、１棟(被覆なし)はトウモロコシ、

キュウリ、ニラ、青ジソ、ナスを作付中でした。露地には、赤ジソ、里芋、ジャ

ガイモを作付中でした。

特例適用農地２、３、４は続き地であり、ビニールハウス３棟のうち、１棟は

ホウレンソウを作付予定、２棟はトマト、キュウリ、ピーマン、オクラ、インゲ

ンマメを作付中でした。また、露地にはカボチャ、ニガウリ、サツマイモ、トマ

トを作付中でした。

特例適用農地５、６も続き地であり、深ネギ、青ジソ、里芋、ピーマン、エダ

マメ、ニラ、ナス、スイカ、キュウリ、紫イモを作付中であり、ヒオウギ、ビワ、

キンカンを植付中でした。

従いまして、今回２件の各特例適用農地において、申請者が引き続き農業経営

を行っていることを確認できましたので、「引き続き農業経営を行なっている旨の

証明書」の発行については支障ないものと判断いたします。

以上です。
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議    長 ただいま、調査員から説明がありました。

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題８．「相続税の納税猶予に

関する件」２件につきましては、原案どおり決定することにいたします。

議題９．農業振興地域整備計画変更（除外）に係る意見書に関する件

別冊資料２ ５件

議    長 次に、議題９．「農業振興地域整備計画変更（除外）に係る意見書に関する件」

を審議します。別冊資料２です。

まず、谷山、１４番委員お願いします。

１ ４ 番 委 員 ご報告します。２ページです。

３．変更後の用途、駐車場

４．現況、申出地は、下福元町木屋宇都地区にあり、谷山支所から西南西へ約

３．３ｋｍに位置し、東側は里道、西側は雑種地、南側は宅地、北側は他人畑に

接している。

５．意見、市長部局による除外理由及び要件別検討結果は別紙調書の通りで、

申出地は農用地区域の外周部であり、周辺農地への影響は少なく、計画変更はや

むを得ないものと思われる。

転用の際は、他の農地に支障のないよう十分考慮してください。

以上です。

議    長 次に、東桜島、１７番委員お願いします。

１ ７ 番 委 員 ご報告します。６ページです。

３．変更後の用途、携帯電話基地局

４．現況、申出地は、黒神町宇土地区にあり、東桜島支局から北東へ約８．４

ｋｍに位置し、東・南・北側は貸人畑、西側は里道に接している。

５．意見、市長部局による除外理由及び要件別検討結果は別紙調書の通りで、

申出地は農用地区域の外周部であり、周辺農地への影響は少なく、計画変更はや

むを得ないものと思われる。

転用の際は、他の農地に支障のないよう十分考慮してください。

以上です。

議    長 次に、吉野、１３番委員お願いします。
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１ ３ 番 委 員 ご報告します。１０ページです。

３．変更後の用途、一般住宅

４．現況、申出地は、川上町原ノ園地区にあり、吉野支所から北へ約２．３ｋ

ｍに位置し、東側は雑種地、西側は市道、南側は貸人畑、北側は宅地に接してい

る。

５．意見、市長部局による除外理由及び要件別検討結果は別紙調書の通りで、

申出地は農用地区域の外周部であり、周辺農地への影響は少なく、計画変更はや

むを得ないものと思われる。

転用の際は、他の農地に支障のないよう十分考慮してください。

以上です。

議 長 次に、松元、３番委員お願いします。

３ 番 委 員 ご報告します。１４ージです。

３．変更後の用途、携帯電話基地局

４．現況申出地は、入佐町大久保地区にあり、松元支所から南西へ約２．６ｋｍに

位置し、四方は貸人畑に接している。

５．農業委員会の意見市長部局による除外理由及び要件別検討結果は、別紙調書の

とおりで、申出地は農用地区域の外周部近接地であるが、県の除外対象要件にあたる

ことから、周辺農地への影響は少なく、計画変更はやむを得ないものと思われる。

転用の際は、他の農地に支障のないよう十分考慮してください。

次に、１８ページです。

３．変更後の用途、駐車場

４．現況申出地は、直木町杉畑地区にあり、松元支所から南西へ約２．７ｋｍに位

置し、東・南は宅地、西は他人畑、宅地、北は他人畑に接している。

５．農業委員会の意見市長部局による除外理由及び要件別検討結果は、別紙調書の

とおりで、申出地は農用地区域の外周部であり、周辺農地への影響は少なく、計画変

更はやむを得ないものと思われる。

転用の際は、他の農地に支障のないよう十分考慮してください。

以上です。

議    長 ただいま、それぞれ調査員から説明がありました。

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題９．「農業振興地域整備計

画変更（除外）に係る意見書に関する件」５件につきましては、原案どおり、承

認することに決定いたします。
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議題１０．令和元年度の目標およびその達成に向けた活動計画（案）について

  別冊資料３

議    長 続きまして、議題１０．「令和元年度の目標およびその達成に向けた活動計画

（案）について」を審議します。

それでは、事務局より説明をお願いします。

事 務 局 別冊資料３をご覧ください。

「令和元年度の目標及びその達成に向けた活動計画（案）」についてご説明申し

上げます。

この「目標・活動計画」につきましては、先月の総会において審議していただき

ました「評価・点検」と同様に、毎年度、６月３０日までに公表することになっ

ておりますので、本日の総会において、ご承認いただいた後、市のホームページ

にて公表し、国へ報告をすることといたします。

それでは１ページをお開きください。

内容につきましては、先日６月７日の合同委員会において皆様へ提示し、協議

決定しました「最適化に関する指針」と同じでございます。指針が３年をめどに

たてた計画で、こちらの活動計画は、１年ごとの計画となりますことを申し添え

ます。

それでは、中身を読上げます。

平成３１年４月現在の農業委員会の状況です。

農家・農地等の概要についてですが、農家数、農業者数につきましては、農林

業センサスに基づいた数字でございますので、お目通し願います。

経営数につきましては、認定農業者１７１、基本構想水準到達者３５、認定新

規就農者１７、農業参入法人３となっております。

続きまして、耕地面積 田１，５４０ｈａ、畑１，６９０ｈａ、計３，２３０

ｈａ。経営耕地面積１，４８１ｈａ、遊休農地面積 田１９８．２ｈａ、畑３６

３．３ｈａ、計５６１．５ｈａ。農地台帳面積 田１，５４０ｈａ、畑１，６９

０ｈａ、計３，２３０ｈａ。

農業委員会の平成３１年４月１日現在の体制でございますが、任期満了年月日

が平成３１年４月２８日迄。新制度に基づく農業委員会の農業委員の定数が１９

人に対して実数が１９人、うち認定農業者１１人、認定農業者に準ずる者７人、

女性１人、中立委員１人となっております。

農地利用最適化推進員定数１８人に対して実数が１８人、地区数が９地区とな

っております。

２ページ以降につきましては、６月７日の合同委員会において、「最適化に関す

る指針」の方で取りまとめられたものの１年毎の数字になっておりますので、後

ほどお目通しをお願いします。

以上で説明を終わります。
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議    長 ただいま、事務局から説明がありました。

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

それでは、議題１０．「令和元年度の目標およびその達成に向けた活動計画（案）

について」は、原案どおり承認することに決定いたします。

議題の審議は以上です。

続きまして、報告事項に入ります。

報        告        事        項

１．法務局から照会のあった農地等の現況について

４６ページ～４７ページ ２件

議 長 報告事項１「法務局から照会のあった農地等の現況について」

まず、伊敷、６番委員お願いします。

６ 番 委 員 報告します。４６ページです。

照会日：令和元年５月２３日、現況：非農地、調査結果：該地は市街化区域内

にあり、現況非農地である。

処理状況：令和元年５月３０日 鹿児島地方法務局へ報告済。

以上です。

議 長 次に、喜入、１０番委員お願いします。

１ ０ 番 委 員 報告します。４７ページです。

照会日：令和元年６月５日、現況：非農地、調査結果：該地は区域区分の定め

のない都市計画区域内にあり、現況非農地である。

処理状況：令和元年６月１９日 鹿児島地方法務局へ報告済。

以上です。

２．鹿児島市長（管財課）から照会のあった農地等の現況について

４８ページ １件

議 長 次に、報告事項２「鹿児島市長（管財課）から照会のあった農地等の現況につい

て」

それでは、谷山、１４番委員お願いします。

１ ４ 番 委 員 報告します。４８ページです。

照会日：令和元年６月７日、現況：非農地、調査結果：該地は市街化調整区域

内にあり、現況非農地である。

処理状況：令和元年６月１７日 鹿児島市長へ報告済。

以上です。
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３．国土利用計画法による届出・土地に関する調書について

４９ページ～５０ページ ２件

議 長 続きまして、報告事項３「国土利用計画法による届出・土地に関する調書につ

いて」

まず、本庁、事務局お願いします。

事 務 局 この件につきまして、事務局からご報告申し上げます。

この調書は、市街化区域内の２，０００㎡以上の土地の売買であるため、申請

人から本市の土地利用調整課へ、国土利用計画法の規定による届出書が４月９日

に提出されものですが、申請地の一部に農地が含まれていたことから、農業委員

会事務局に意見を求められ、回答したものです。

表内の左側１の「申請等に係る事項等」の欄ですが，譲受人、譲渡人、農地の

所在は記載のとおりであり、地目別面積は（畑）６１１㎡、転用目的は宗教施設

です。

次に「２ 農地の区分等」ですが、申請地は市街化区域内の農地です。

次に「３ 他の土地利用計画との関係」の欄の「農業振興地域整備計画との関

係」ですが、農業振興地域内で農用地区域外です。

その他の土地利用計画との関係」ですが、「申請に係る土地は、市街化区域内に

所在する農地であるため、転用の際は農地法第５条第１項第６号に基づく届出が

必要であるが、平成３１年４月１１日付けで農地転用届出書が提出され、平成３

１年４月２３日付けで受理通知書を交付済みである。」と回答しました。

以上のとおり、土地利用調整課へ６月６日に回答したところでございます。

以上で報告を終わります。

議 長 次に、谷山、事務局お願いします。

谷 山 支 局 この件につきまして、事務局からご報告申し上げます。

この調書は、市街化区域内の２，０００㎡以上の土地の売買であるため、申請

人から本市の土地利用調整課へ、国土利用計画法の規定による届出書が４月９日

に提出されものですが、申請地の一部に農地が含まれていたことから、農業委員

会事務局に意見を求められ、回答したものです。

表内の左側１の「申請等に係る事項等」の欄ですが，譲受人、譲渡人、農地の

所在は記載のとおりであり、地目別面積は（田）１，２２５㎡、（畑）２４０㎡、

転用目的は分譲宅地造成及び駐車場利用です。

次に「２ 農地の区分等」ですが、申請地は市街化区域内の農地です。

次に３の欄の「その他の土地利用計画との関係」につきましては、「届出地は市

街化区域内にある農地ですので、転用の際は農地法第５条第１項第６号に基づく

届出が必要である」と回答しました。

以上のとおり、土地利用調整課へ５月２０日に回答したところでございます。

以上で報告を終わります。

４．農地法第３条の３届出専決に関する報告について

５１ページ～５３ページ １２件



- 25 -

議 長 次に、報告事項３「農地法第３条の３届出専決に関する報告について」

報告事項４「農地法第４条・５条届出専決に関する報告について」

それでは、事務局の報告をお願いします。

事 務 局 ５１ページをお開きください。

報告事項４ 農地法第３条の３届出専決に関する報告の集計表です。

この専決処理は、農地等について相続などで権利の取得があった場合は、市町

村の農業委員会に届出を要するもので、今回の届出は１２件です。

登記地目別では、田２３筆、１２，９１１．００㎡、畑２４筆、１５，４５５．

００㎡となっております。取得した事由別数は、相続が１２件。権利の種別は、

所有権が１２件。農業委員会によるあっせん等は、無が１２件となっております。

５２ページから５３ページは、農地法第３条の３関係の内容です。

お目通しをお願いいたします。

５．農地法第４条・５条届出専決に関する報告について

５４ページ～６１ページ ２９件

事 務 局 ５４ページをお開きください。

報告事項５ 農地法第４条・第５条届出専決に関する報告の集計表です。

これらは、市街化区域内農地の転用届出に関するもので、事務局長の専決で処

理しましたものです。

転用目的別では、第４条関係は、店舗等、その他が各１件、合計２件となって

おります。

第５条関係では、多い順に一般住宅が２１件、共同住宅が４件、駐車場、その

他が各１件、合計２７件となっております。

５５ページは、４条関係２件、５６ページから６１ページは、５条関係２７件

の内容です。お目通しをお願いいたします。

６．農用地利用配分計画に関する報告の集計について

６２ページ～６４ページ ８件

事 務 局 ６２ページ「報告事項６」をお願いします。

令和元年５月２８日認可の農用地利用配分計画に関する報告の集計です。

これらは、県地域振興公社が作成した農用地利用配分計画について、県知事が

認可したことにより、令和元年６月１日から貸付の始期が始まるものです。

使用貸借権６件７筆３，５３９．００㎡、賃借権２件３筆２，８７５．００㎡、

合計８件１０筆６，４１４．００㎡となっております。始期は令和元年５月２８

日からになります。

今回の分は、４月の総会で審議していただいた農用地利用集積計画で、農地を

中間管理機構である県地域振興公社に貸し付けたものを、同公社が担い手へ貸し

出したものになります。

６３ページから６４ページは、先ほど説明しました農用地利用配分計画の内容

です。

お目通しをお願いいたします。
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７．鹿児島の農地「貸したい」「借りたい」総点検の実施状況について

別冊資料４

事 務 局 報告事項７ 鹿児島の農地「貸したい」「借りたい」総点検の実施状況について

報告いたします。

別冊資料４をご覧ください。

この報告は、担い手への農地集積・集約化を推進することを目的に実施してい

る、農地利用の意向確認を内容とする鹿児島の農地「貸したい」「借りたい」総点

検活動の、４月期の実施状況について報告するものです。

表の一番下の合計欄をご覧ください。

まず 二段書きの上の段の４月期については、訪問戸数１５１戸、うち不在７

戸、調査回答戸数１４４戸、貸出希望７戸１０５．１３アール、借入希望、貸出・

借入・中間管理事業活用実績は、ありませんでした。

次に、下の段の累計については、訪問戸数１，８９７戸、うち不在６４戸、調

査回答戸数１，８１４戸、貸出希望１２０戸２，８０５．１７アール、借入希望

２０戸１，２３９．００アール、貸出実績６戸８３．０７アール、借入実績３戸

２８．５９アール、中間管理事業活用実績はございませんでした。

各地区の実績についてはお目通しをお願いします。

以上で報告を終わります。
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８．農業振興地域整備計画全体見直しについて

別冊資料５

農 政 総 務 課 それでは、報告事項８ 農業振興地域整備計画全体見直しについてご報告いた

します。

別冊資料５をご覧下さい。

昨年度から本市では、農業振興地域整備計画の全体見直しを行っております。

農業振興地域整備計画については、本市では昭和４６年度に農業振興地域の指定

を受けて、鹿児島農業振興地域整備計画を策定し、これまで農業の振興発展や集

落環境の整備に努めてきたところです。

今回の全体見直しは、昭和４７年に計画策定後、平成１７年度に見直しを行っ

てから１０年以上が経過していることや地域社会の変化等を踏まえた上で、本年

度に改定するものです。

資料の黄色の見出しの農業振興地域についてですが、農業の健全な発展と国土

資源の合理的利用の見地から、総合的に農業の振興を図るべき地域として県が指

定することとなっております。

また、その下の段の農用地区域については、農業振興地域内において、今後お

おむね１０年以上にわたり農用地等として利用すべき土地を市が定めることとな

っております。

今回の全体見直しでは、本市としては、農業生産の確保を図るうえで、優良農

地については、今後も引き続き良好な状態で維持、保全し、かつ有効利用してい

く必要があると考えております。

このため、農業振興地域の整備に関する法律（農振法）や県農業振興地域整備

基本指針などの関連法令に基づき、「優良農地を守る」ことを基本として見直すこ

とにしております。

その優良農地に位置付けている土地が農用地区域のことではありますが、資料

の真ん中の緑色の見出しのところに農用地区域として定める土地として５つ挙げ

ております。

その中には、１０ｈａ以上の集団的に存在する農用地や土地改良事業等の施行

に係る区域内の土地などがありますが、例えば、１０ｈａ以上の農用地が優良農

地として位置づけられているのは、ひとかたまりの団地の中で農業生産が行われ

ると、ほ場の間の移動時間が短くなったり、大型の農業機械を使うことができる

ことで、農作業の効率が上がりますので、農用地に指定するようになっておりま

す。

②に以下については、お目通し下さい。

次に、本市の農業振興地域整備計画における用途区分面積についてですが、平

成３１年１月時点で言いますと、本市全体の面積が５４，７５８ｈａで、その内

訳として、農地や採草放牧地を含む農用地区域が３，４６９ｈａ、農振地域内の

農振白地が、２６，５５９ｈａ、祖霊外の農業振興地域外が２４，７３０ｈａと

なっております。市全域に対する農用地区域の割合は６．３％、農業振興地域は

５４．８％となっております。

左側の一番下の農用地区域の除外についてですが、今回行っている全体的な見

直しは、地権者や地域社会の土地需要の変動等に伴って、農用地区域の除外を含

めた計画でありますが、農用地区域の除外が必要な場合においても、周辺土地利

用との整合性を重視し、慎重に行うべきものであり、右側の上部に記載してある
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５つの要件を満たす場合に限り、農用地区域から除外することができるとなって

おります。

その農用地区域の除外の要件としては、①にあるように農用地区域外の土地に

替えることが困難な場合や②の総合的な利用に支障を及ぼす恐れがない等の要件

を満たす必要があります。例えば、②については、原則として農用地区域の外周

部の土地であれば除外が可能でありますが、そのことが農用地区域内の土地の農

業上の効率的かつ総合的な土地利用に支障を及ぼす恐れがないと判断される必要

があります。

③以下については、お目通し願います。

また、次のような農用地区域からの除外は避けるべきであるとされている例に

ついて、ご説明いたします。

Ａの歯抜け除外は、１つの歯抜け除外を認めると他の農振除外を誘発する可能

性があり、ほ場整備地区を単位としたところであれば農地保全が困難化すること

が考えられますので、できる限り回避するものとなっております。農用地区域の

端の方から除外することが望ましいです。

Ｂの飛び地除外は、農用地区域の中を穴抜き的に除外するもので、農用地区域

の外周部とも接しておりません。飛び地除外の影響は、先程説明した歯抜け除外

がもつ影響に比べてもはるかに大きいものであり、原則は除外できないことにな

っております。

Ｃの農用地区域の集団性を無視した除外は、団地間の通作にも支障が生じてし

まいかねないなど、農用地区域の集団性が、著しく損なわれることになりますの

で、原則としては、除外はできないことになります。

Ｄの農用地区域が袋地となる除外は、道路と接する部分を除外すると奥の農用

地区域への進入路がなくなり、営農に支障を来す恐れがあることから、原則とし

ては除外できないことになります。

右下に記載してある全体見直しの考え方についてですが、農用地区域は、農業

以外の土地利用が規制される区域であることから、不当に私有財産権が制限され

ることがないよう情勢の変化などに適切に対応することが要請されます。本市で

は昨年基礎調査を行いましたが、そこで、今回の全体見直しにおいては、以下の

４項目を考慮することとします。

①農地の遊休化・農業者の高齢化等の社会情勢の変化

②山林原野化した農地などを農用地区域から除外

③将来的に農地として活用する見込みがないなどを除外

④農用地区域へ新たに編入の４項目を考慮しながら、全体見直しを行ってまい

ります。

以上で報告を終わります。
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議    長 ありがとうございました。

本日の議事は、全て終了しました。

（議事終了：午前１１時２０分）

続きまして、事務局から何か連絡事項等はございませんか。

事 務 局 「かごしま農業委員会だより」の編集委員の選出についてご説明いたします。

お手元に配布いたしております「かごしま農業委員会だより」の編集委員の選

出についてという資料をご覧ください。

この件につきましては、平成２３年７月の農地部会及び振興部会で申し合わせ

がなされております。この申し合わせに基づき、今年度の編集委員をお願いする

ものでございます。

それでは、資料の内容についてご説明いたします。

まず、１番目の「かごしま農業委員会だより」の発行についてでございますが、

農業委員会の広報を目的に、年１回、１２月に発行し、農地台帳に登載されてい

る全農家と関係機関等に６，３００部、配布しております。

編集担当者は農業委員６名と事務局職員でございます。

次に、２番目の「かごしま農業委員会だより」の編集委員の選出についてでご

ざいますが、令和元年度の編集委員は、伊敷地区、吉野地区、中央地区、桜島地

区、喜入地区、松元地区より各１名選出することになります。

最後に３番目の今後のスケジュールについてでございますが、

該当する地区は、７月の地区推進協議会で編集委員の選出をしていただきます。

なお、８月から１０月までに３回編集会議を開き、１２月中旬に関係者に配布し

たいと考えております。編集会議の日時についてですが、８月から１０月までの

各総会終了後に開催する予定です。皆様から了承をいただきたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。

以上で説明を終わります。
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事 務 局 利用権設定に係る「あっせん確認の押印」につきましては、昨年度から実施し

ていますが、先日照会がありましたので、ご案内します。

利用権設定申請において、あっせん活動を行った農業委員又は推進委員につき

ましては、「利用権設定様式」中「あっせん農業委員・推進委員署名」欄に署名の

上、当事者の一方からあっせん活動を受けた旨の確認印を押印していただく形式

となっています。

あっせんを行った農業委員又は推進委員が結果的に利用権設定の当事者の一方

となった場合、確認印欄はどのようにすればよいのかの案内でございます。

県農業会議に照会したところ、そのような場合はあっせん活動を行った農業委

員・推進委員ではない、もう一方の当事者が押印することが望ましいとの見解で

した。

この申請様式は、年度末支給となっている成果報酬に関する証明資料であるこ

と、成果報酬の財源は国補助対象となっており、国（会計検査院）の監査の際、

適正に補助事業を執行しているかの資料となりますので、委員でない方に押印し

ていただきますようお願いします。

事 務 局 ・令和元年度第５回総会（月例）開催日時は、

７月２６日（金）午前１０時開会

みなと大通り別館６階 ソーホーかごしま会議室

以上で、本日の総会を終了いたします。

閉 会（午前１１時２５分）


